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    1 水 頭髪検査 

２ 木 避難訓練 

３ 金 文化の日 

４ 土  

５ 日  

６ 月  

７ 火  

８ 水 きりん組園外保育 

（比治山公園） 

９ 木  

１０ 金 園開放 

七五三パーティー 

１１ 土 保育参観・試食会 

１２ 日  

１３ 月  

１４ 火  

１５ 水 みみょう文庫 

１６ 木  

１７ 金 園開放 

誕生日会 

１８ 土 お楽しみ会 
（第二みみょうこども園 年少） 

１９ 日  

２０ 月  

２１ 火  

２２ 水  

２３ 木 勤労感謝の日 

２４ 金 園開放 

２５ 土 地域防災訓練 

２６ 日  

２７ 月  

２８ 火  

２９ 水  

３０ 木  

令和５年度  １１月の園だより  みみょう保育園 

 

して表れるのです。そして、これも子どもにとっ

て会話の一つなのです。そのため、園では、かみ

つきやひっかきが起きた時に、一方的に大人が良

し悪しを判断したり、「ごめんね」や「貸して」「い

いよ」などのやりとりを教えるのではなく、まず

お互いの思いを受け止めていくことを大切にして

います。噛まれてしまった子には、「痛かったね」

と痛かった思いに寄り添い、傷の処置を行ってい

きます。また、噛んでしまった子には、「噛んだら

ダメ」と叱るのではなく「○○ちゃんの持ってい

るおもちゃがほしいんだよね」「でも、噛んだら○

○ちゃん痛いね」とお互いの思いをくみながら、

仲立ちする中で相手の気持ちを少しずつ伝えてい

くようにしています。こうした繰り返しの経験が、

自分の思いとは違う、相手の思いに気づいたり、

友だちとどう関わっていくといいかを学んでいく

きっかけになっていくのです。これから、将来子

どもたちはたくさんの人と出会い、関わっていく

ことでしょう。だからこそ、コミュニケーション

の土台となる今の子どもたちの関わりあいを、プ

ラスの経験だけでなくマイナスの経験も含めて大

切にしていきたいと思っています。 

これからも子どもたちの思いを大切に受け止

め、保護者の方と共に子どもたちの育ちを支えて

いきます。ご理解とご協力をよろしくお願いいた

します。 

園 長  
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自立に向けて、懸命に自分を表現しようとしている

子どもの主張。 

なのに、押さえつけてしまいそうな私…。 

でも、ちょっとだけ深呼吸してみて、とっても大切

な、大切ないい分ですよね。 

 

        （社）全国私立保育園 

             子育てメッセージより 

 

 

 

    

 

１２月の予定 

８日（金）成道会 

１５日（金）避難訓練 

クリスマス会・誕生日会 

２１日（木）もちつき 

年末年始のお休み 

１２月３０日から１月４日までお休みです。 

 

自分の思い、相手の思い 

 公園の木々も少しずつ色づき始め、ようやく秋

の訪れを感じる季節になりました。子どもたちと

公園を散歩すると、赤や黄色の落ち葉や木の実、

小枝を嬉しそうに見つけ見せてくれています。こ

れから寒くなる中で、変化していく景色や秋なら

ではの自然の贈り物を子どもたちとしっかり楽し

んでいきたいと思います。 

先日、昼食前にきりん組さんのお部屋を覗くと、

子どもたちが「一緒にたべよ～」とお友だちを誘

い昼食の準備を始めていました。“いっしょに”と

いう言葉にお友だちと過ごす楽しさを感じている

のだなぁと嬉しくなった一コマでした。そんな友

だちとの関わりが少しずつ多くなる中で、友だち

の使っていたおもちゃを使いたかったり、友だち

と一緒に遊びたいのにうまく思いが伝わらず、「か

みつき」や「ひっかき」などのけがも増えてきて

います。お迎えに来られた際、お子さんの痛々し

い傷跡を目にすると、「どうしてこんなことが起こ

るのだろう」、「うちの子ばかりやられているので

はないか」と心配になられる方もいらっしゃるの

ではないでしょうか。保護者の方の心配される気

持ちを察すると申し訳ない気持ちでいっぱいにな

ります。ただこれは、決して相手のことが嫌だと

か、意地悪するという悪意のもので起こっている

わけではありません。「これわたしの」「それ欲し

いな」「やだ」こういった気持ちや「○○ちゃんす

き」「あそぼう」といった他者に対する興味が、ま

だまだ上手く言葉で表現できず、こうした行動と 

 

 

１１月の行事予定 


